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本プロジェクトでは、このような特性を踏まえて 2009 年度に本報告書に掲載した 2 名を
対象にした口述記録の収集を行った。今回は 2 名のみに止まったが、2010 年は原爆投下 65
年目にあたる。本プロジェクトが対象としている被爆地で何らかの救護活動に従事した人
びとは 80 歳代という高齢者であり、そのことを考えると、口述記録の収集は時間との勝負



























































































































































































2009 年 12 月９日（水）14 時 30 分から 17 時まで長崎パークサイドホテルにおいて聞き取
り調査を行った。総研大からは清水韶光（総研大）・安藤正人（学習院大）・加藤聖文（国
文学研究資料館）・前川佳遠理（国文学研究資料館）・永島広紀（佐賀大）の５名が参加し
た。聞き取り調査は土山氏の生い立ち（家族構成を含む）から長崎医科大学附属医学専門
部への進学および同校時代に遭遇した原爆投下と長崎医大の壊滅的被害状況、さらには 10
月まで続いた医療活動、その後の医専廃校と旧制長崎高等学校再入学から長崎医科大学へ
の進学、医大時代の原爆問題との関わりについて貴重な証言をボイスレコーダで録音した。
調査終了後、録音データのテープ起こしを行い、原稿化されたものの校正を行った上で、
土山氏へ送付し、本人の校正を得た上で、最終的には記録の利用・公開について本人との
契約を結ぶ予定である。 
 
３．現在までの研究成果 
土山氏の証言から、原爆による長崎医大の具体的な被害状況、長崎医大生存者による救護
の具体的な内容、放射線被害への医学的認識および医療対応の変化、敗戦後の米軍および
日本側による調査活動の内容などが明らかになった。さらに、1990 年代になって土山氏自
身が原爆体験を語るようになった理由も明らかになり、原爆体験者の語る動機と契機を知
る上での貴重な記録を得ることができた。 
 
４．考察 
今回の聞き取り調査で終了することなく、土山氏と今後も何度か接触して口述記録をより
密度の濃いものとする。また、長崎の被爆地で救護活動を行った開業医・看護婦らにも対
象を広げることで、文書記録として残されていないために不明な点が多かった被爆直後の
援護活動や当時の関係者（医者・科学者などの専門家）の認識についてより具体的な事実
を明らかにし、さらには記録化することで後世の研究資源に繋げていきたい。 
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